
亀 山 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

令 和 ２ 年 ９ 月 ２ ９ 日  

       亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

亀 山 市 条 例 第 ２ ３ 号  

 

亀 山 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 亀 山 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条

例 （ 平 成 ２ ６ 年 亀 山 市 条 例 第 ２ ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ６ 条 中 「 第 １ ５ 条 第 １ 項 」 を 「 第 １ ５ 条 第 １ 項 、 第 ２ 項 」 に 改

め 、 「 並 び に 附 則 第 ３ 条 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 号 中 「 保 育 を い う 。 」

の 次 に 「 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の ４ 項 を 加

え る 。  

２  市 長 は 、 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 に よ る 代 替 保 育 の 提 供 に 係 る 連 携

施 設 の 確 保 が 著 し く 困 難 で あ る と 認 め る 場 合 で あ っ て 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 要 件 を 満 た す と 認 め る と き は 、 前 項 第 ２ 号 の 規 定 を 適 用

し な い こ と と す る こ と が で き る 。  

（ １ ） 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 と 次 項 の 連 携 協 力 を 行 う 者 と の 間 で そ れ

ぞ れ の 役 割 の 分 担 及 び 責 任 の 所 在 が 明 確 化 さ れ て い る こ と 。  

（ ２ ） 次 項 の 連 携 協 力 を 行 う 者 の 本 来 の 業 務 の 遂 行 に 支 障 が 生 じ な

い よ う に す る た め の 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と 。  

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 者 を 第 １ 項 第 ２

号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る 連 携 協 力 を 行 う 者 と し て 適 切 に 確 保 し な け

れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 当 該 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 が 家 庭 的 保 育 事 業 等 を 行 う 場 所 又 は

事 業 所 （ 次 号 に お い て 「 事 業 実 施 場 所 」 と い う 。 ） 以 外 の 場 所

又 は 事 業 所 に お い て 代 替 保 育 が 提 供 さ れ る 場 合  第 ２ ７ 条 に 規



定 す る 小 規 模 保 育 事 業 Ａ 型 若 し く は 小 規 模 保 育 事 業 Ｂ 型 又 は 事

業 所 内 保 育 事 業 を 行 う 者 （ 次 号 に お い て 「 小 規 模 保 育 事 業 Ａ 型

事 業 者 等 」 と い う 。 ）  

（ ２ ） 事 業 実 施 場 所 に お い て 代 替 保 育 が 提 供 さ れ る 場 合  事 業 の 規

模 等 を 勘 案 し て 小 規 模 保 育 事 業 Ａ 型 事 業 者 等 と 同 等 の 能 力 を 有

す る と 市 が 認 め る 者  

４  市 長 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定

を 適 用 し な い こ と と す る こ と が で き る 。  

（ １ ） 市 長 が 、 法 第 ２ ４ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 調 整 を 行 う に 当 た っ

て 、 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 に よ る 保 育 の 提 供 を 受 け て い た 利 用 乳

幼 児 を 優 先 的 に 取 り 扱 う 措 置 そ の 他 の 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 に よ

る 保 育 の 提 供 の 終 了 に 際 し て 、 利 用 乳 幼 児 に 係 る 保 護 者 の 希 望

に 基 づ き 、 引 き 続 き 必 要 な 教 育 又 は 保 育 が 提 供 さ れ る よ う 必 要

な 措 置 を 講 じ て い る と き 。  

（ ２ ） 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 に よ る 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る

連 携 施 設 の 確 保 が 、 著 し く 困 難 で あ る と 認 め る と き （ 前 号 に 該

当 す る 場 合 を 除 く 。 ） 。  

５  前 項 （ 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 に 限 る 。 ） の 場 合 に お い て 、 家 庭

的 保 育 事 業 者 等 は 、 法 第 ５ ９ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 施 設 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の （ 入 所 定 員 が ２ ０ 人 以 上 の も の に 限 る 。 ） で あ っ て 、

市 長 が 適 当 と 認 め る も の を 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る 連 携

協 力 を 行 う 者 と し て 適 切 に 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 （ 平 成 ２ ４ 年 法 律 第 ６ ５ 号 ） 第 ５ ９ 条

の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 助 成 を 受 け て い る 者 の 設 置 す る 施 設

（ 法 第 ６ 条 の ３ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 業 務 を 目 的 と す る も の に 限

る 。 ）  

（ ２ ） 法 第 ６ 条 の ３ 第 １ ２ 項 及 び 第 ３ ９ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 業 務 を

目 的 と す る 施 設 で あ っ て 、 法 第 ６ 条 の ３ 第 ９ 項 第 １ 号 に 規 定 す

る 保 育 を 必 要 と す る 乳 児 ・ 幼 児 の 保 育 を 行 う こ と に 要 す る 費 用

に 係 る 地 方 公 共 団 体 の 補 助 を 受 け て い る も の  



 第 １ ６ 条 第 ２ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

（ ３ ） 保 育 所 、 幼 稚 園 、 認 定 こ ど も 園 等 か ら 調 理 業 務 を 受 託 し て い

る 事 業 者 の う ち 、 当 該 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 に よ る 給 食 の 趣 旨 を

十 分 に 認 識 し 、 衛 生 面 、 栄 養 面 等 、 調 理 業 務 を 適 切 に 遂 行 で き

る 能 力 を 有 す る と と も に 、 利 用 乳 幼 児 の 年 齢 及 び 発 達 の 段 階 並

び に 健 康 状 態 に 応 じ た 食 事 の 提 供 や 、 ア レ ル ギ ー 、 ア ト ピ ー 等

へ の 配 慮 、 必 要 な 栄 養 素 量 の 給 与 等 、 利 用 乳 幼 児 の 食 事 の 内 容 、

回 数 及 び 時 機 に 適 切 に 応 じ る こ と が で き る 者 と し て 市 が 適 当 と

認 め る も の （ 家 庭 的 保 育 事 業 者 が 第 ２ ２ 条 に 規 定 す る 家 庭 的 保

育 事 業 を 行 う 場 所 （ 第 ２ ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 家 庭 的 保 育 者 の

居 宅 に 限 る 。 ） に お い て 家 庭 的 保 育 事 業 を 行 う 場 合 に 限 る 。 ）  

 第 ２ ８ 条 第 ７ 号 イ の 表 中 「 外 気 に 向 か っ て 開 く こ と の で き る 窓 若

し く は 排 煙 設 備 （ 同 条 第 ３ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 国 土 交 通 大 臣 が 定 め

た 構 造 方 法 を 用 い る も の そ の 他 有 効 に 排 煙 す る こ と が で き る と 認 め

ら れ る も の に 限 る 。 ） を 有 す る 付 室 」 を 「 付 室 （ 階 段 室 が 同 条 第 ３

項 第 ２ 号 に 規 定 す る 構 造 を 有 す る 場 合 を 除 き 、 同 号 に 規 定 す る 構 造

を 有 す る も の に 限 る 。 ） 」 に 、 「 同 条 第 ３ 項 第 ２ 号 、 第 ３ 号 及 び 第

９ 号 」 を 「 同 条 第 ３ 項 第 ３ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 １ ０ 号 」 に 改 め る 。  

 第 ３ ７ 条 第 ４ 号 中 「 従 事 す る 場 合 」 の 次 に 「 又 は 保 護 者 の 疾 病 、

疲 労 そ の 他 の 身 体 上 、 精 神 上 若 し く は 環 境 上 の 理 由 に よ り 家 庭 に お

い て 乳 幼 児 を 養 育 す る こ と が 困 難 な 場 合 」 を 加 え る 。  

 第 ４ ３ 条 第 ８ 号 イ の 表 中 「 外 気 に 向 か っ て 開 く こ と の で き る 窓 若

し く は 排 煙 設 備 （ 同 条 第 ３ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 国 土 交 通 大 臣 が 定 め

た 構 造 方 法 を 用 い る も の そ の 他 有 効 に 排 煙 す る こ と が で き る と 認 め

ら れ る も の に 限 る 。 ） を 有 す る 付 室 」 を 「 付 室 （ 階 段 室 が 同 条 第 ３

項 第 ２ 号 に 規 定 す る 構 造 を 有 す る 場 合 を 除 き 、 同 号 に 規 定 す る 構 造

を 有 す る も の に 限 る 。 ） 」 に 、 「 同 条 第 ３ 項 第 ２ 号 、 第 ３ 号 及 び 第

９ 号 」 を 「 同 条 第 ３ 項 第 ３ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 １ ０ 号 」 に 改 め る 。  

 第 ４ ５ 条 中 「 第 ６ 条 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 」 を 「 第 ６ 条 第 １ 項 第 １ 号

及 び 第 ２ 号 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  



２  保育所型事業所内保育事業を行う者のうち、法第６条の３第１２

項 第 ２ 号 に 規 定 す る 事 業 を 行 う も の で あ っ て 、 市 長 が 適 当 と 認 め

る も の （ 附 則 第 ３ 条 に お い て 「 特 例 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 者 」

と い う 。 ） に つ い て は 、 第 ６ 条 第 １ 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、

連 携 施 設 の 確 保 を し な い こ と が で き る 。  

 附 則 第 ２ 条 中 「 事 業 を 行 う 者 」 の 次 に 「 （ 次 項 に お い て 「 施 設 等 」

と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 後 に 家 庭 的 保 育 事 業 の 認 可 を

得 た 施 設 等 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 施 行 日 か ら 起 算 し て １ ０ 年 を

経 過 す る 日 ま で の 間 は 、 第 １ ５ 条 、 第 ２ ２ 条 第 ４ 号 （ 調 理 設 備 に

係 る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 第 ２ ３ 条 第 １ 項 本 文 （ 調 理 員 に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 適 用 し な い こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 当 該 施 設 等 は 、 第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 利 用 乳 幼 児 へ の 食 事

の 提 供 を 同 項 に 規 定 す る 家 庭 的 保 育 事 業 所 等 内 で 調 理 す る 方 法 （  

第 １ ０ 条 の 規 定 に よ り 、 当 該 家 庭 的 保 育 事 業 所 等 の 調 理 設 備 又 は

調 理 室 を 兼 ね て い る 他 の 社 会 福 祉 施 設 等 の 調 理 施 設 に お い て 調 理

す る 方 法 を 含 む 。 ） に よ り 行 う た め に 必 要 な 体 制 を 確 保 す る よ う

努 め な け れ ば な ら な い 。  

 附 則 第 ３ 条 中 「 家 庭 的 保 育 事 業 者 等 」 の 次 に 「 （ 特 例 保 育 所 型 事

業 所 内 保 育 事 業 者 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 ５ 年 」 を 「 １ ０ 年 」 に 改

め る 。  

 附 則 に 次 の 見 出 し 及 び ４ 条 を 加 え る 。  

（ 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 及 び 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育 事 業 所 の 職 員

配 置 に 係 る 特 例 ）  

第 ６ 条  保 育 の 需 要 に 応 ず る に 足 り る 保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 （ 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 法 第 ２ ７ 条 第 １ 項 の 確 認 を 受 け た も の に 限 る 。 ）

又 は 家 庭 的 保 育 事 業 等 が 不 足 し て い る こ と に 鑑 み 、 当 分 の 間 、 第

２ ９ 条 第 ２ 項 各 号 又 は 第 ４ ４ 条 第 ２ 項 各 号 に 定 め る 数 の 合 計 数 が

１ と な る と き は 、 第 ２ ９ 条 第 ２ 項 又 は 第 ４ ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る

保 育 士 の 数 は １ 人 以 上 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 配 置 さ れ る



保 育 士 の 数 が １ 人 と な る と き は 、 当 該 保 育 士 に 加 え て 、 保 育 士 と

同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 市 長 が 認 め る 者 を 置 か な け れ ば な

ら な い 。  

第 ７ 条  前 条 の 事 情 に 鑑 み 、 当 分 の 間 、 第 ２ ９ 条 第 ２ 項 又 は 第 ４ ４

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に つ い て は 、 幼 稚 園 教 諭 若

し く は 小 学 校 教 諭 又 は 養 護 教 諭 の 普 通 免 許 状 （ 教 育 職 員 免 許 法 （  

昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ４ ７ 号 ） 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 普 通 免 許 状

を い う 。 ） を 有 す る 者 を 、 保 育 士 と み な す こ と が で き る 。  

第 ８ 条  附 則 第 ６ 条 の 事 情 に 鑑 み 、 当 分 の 間 、 １ 日 に つ き ８ 時 間 を

超 え て 開 所 す る 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 又 は 保 育 所 型 事 業 所 内 保 育

事 業 所 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 等 」 と い

う 。 ） に お い て 、 開 所 時 間 を 通 じ て 必 要 と な る 保 育 士 の 総 数 が 当

該 小 規 模 保 育 事 業 所 Ａ 型 等 に 係 る 利 用 定 員 の 総 数 に 応 じ て 置 か な

け れ ば な ら な い 保 育 士 の 数 を 超 え る と き は 、 第 ２ ９ 条 第 ２ 項 又 は

第 ４ ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 数 の 算 定 に つ い て は 、 保 育 士

と 同 等 の 知 識 及 び 経 験 を 有 す る と 市 長 が 認 め る 者 を 、 開 所 時 間 を

通 じ て 必 要 と な る 保 育 士 の 総 数 か ら 利 用 定 員 の 総 数 に 応 じ て 置 か

な け れ ば な ら な い 保 育 士 の 数 を 差 し 引 い て 得 た 数 の 範 囲 で 、 保 育

士 と み な す こ と が で き る 。  

第 ９ 条  前２条の規定を適用するときは、保育士（法第１８条の１８

第 １ 項 の 登 録 を 受 け た 者 を い い 、 第 ２ ９ 条 第 ３ 項 若 し く は 第 ４ ４

条 第 ３ 項 又 は 前 ２ 条 の 規 定 に よ り 保 育 士 と み な さ れ る 者 を 除 く 。 ）

を 、 保 育 士 の 数 （ 前 ２ 条 の 規 定 の 適 用 が な い と し た 場 合 の 第 ２ ９

条 第 ２ 項 又 は 第 ４ ４ 条 第 ２ 項 に よ り 算 定 さ れ る も の を い う 。 ） の

３ 分 の ２ 以 上 、 置 か な け れ ば な ら な い 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  


